
【初年度実証成果】 田中農園（株）
（福井県坂井市）

実証課題名:輸出⽤⽶を加えた２年３作体系(⽔稲＋⼤⻨＋⼤⾖)の超低コスト⼤規模営農体系の実証
経 営 概 要:84ha(⽔稲57ha、⼤⻨25ha、⼤⾖25ha)うち実証⾯積:⽔稲11ha、⼤⻨3ha

⼤⾖3ha

１ 初年度の実証成果の概要
〇空撮ドローンよる⽣育診断と追肥の組合わせで輸出⽶収量が４％向上(671kg/10a→701kg/10a）
〇⾃動⾛⾏トラクタを組み合わせた有⼈-無⼈協調作業で労働時間（耕起作業）を37%削減
〇⾃動給⽔栓の遠隔操作により、6km離れた圃場の⽔管理を95％省⼒化
〇⾃動⾛⾏トラクタの無⼈⾛⾏による⼤⻨の無⼈播種により、直進作業と良好な⽣育を確保

２ 導⼊技術の効果

３ 今後の課題・展望
○ ⾃動運転トラクタ+有⼈トラクタの協調や直進アシスト機能を活⽤し労働時間削減
○ 収量コンバインを⽤いた収量マップと空撮ドローンの⽣育診断と組み合わせた基肥・追肥による収量向上

問い合わせ先 福井県農業試験場次世代技術研究部（Email︓nousi＠pref.fukui.lg.jp）

導⼊技術 ①栽培管理⽀援システム、②⾃動⾛⾏トラクタ、③GPS⽥植機、④⾃動給⽔栓、⑤空撮ドローン、
⑥収量コンバイン、⑦⾃動運転コンバイン

⽬標 輸出⽶収量720kg/10a
⽔稲、⼤⻨、⼤⾖ 労働時間30％削減、収量10％向上

スマート農業実証
プロジェクトパンフレット
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ドローン空撮画像
⻘：⽣育良 茶：⽣育不良

施肥マップ（診断を基に
可変ブロードキャスターで施肥）

ドローンによる⽣育診断

⾃動⾛⾏トラクタ（⼤⻨播種）

無⼈播種作業の様⼦ ⼤⻨⽣育
（約5ヶ⽉後）

⾃動⾛⾏トラクタ（耕起）

無⼈機
（⾃動⾛⾏トラクタ）

作業の様⼦
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